
紫紺の勇者たち
Heroes of the Meiji.

森下正部長 猿渡琢海監督 橋口祐葵主将。
66㎏級で東京五輪の金を目指す。

東京学生柔道体重別選手権の
決勝で戦う小川（左）と田中。共に
まだ1年生。4年後の東京五輪の
代表、ひいては金メダルを目標に
精進して欲しい。

2
0
0
5
年
に
創
部
1
0
0
年
を
迎
え

た
こ
と
を
機
に
作
ら
れ
た
部
誌
『
明
柔　

明
大
柔
道
部
1
0
0
年
の
軌
跡
』。
そ
の

冒
頭
に
「
栄
光
の
明
柔
」
と
銘
打
っ
て
、

五
輪
・
世
界
・
全
日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の

紹
介
ペ
ー
ジ
が
あ
る
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
世
界
選
手
権
に
出
場

す
る
だ
け
で
も
、
大
変
な
栄
誉
だ
。
だ
が

『
明
柔
』
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
は
、
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
だ
け
。
五
輪
で
銀
メ
ダ
ル
を

取
っ
て
も
、
部
誌
の
冒
頭
に
「
栄
光
」
と

し
て
記
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
。

明
治
出
身
の
五
輪
優
勝
者
は
、
中
谷
雄

英
（
東
京
）、
川
口
孝
夫
（
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
）、
上
村
春
樹
（
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
）、

吉
田
秀
彦
（
バ
ル
セ
ロ
ナ
）、
阿
武
教
子

（
ア
テ
ネ
）
の
5
人
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
世
界
選
手
権
優
勝
や
、
そ

の
強
さ
か
ら
広
く
国
民
に
慕
わ
れ
た
選
手

の
名
も
列
挙
し
よ
う
。
曽
根
康
治
、
神
永

昭
夫
、
坂
口
征
二
、
篠
巻
政
利
、
須
磨
周

司
、
園
田
隆
二
、
小
川
直
也
、
秀
島
大

介
、
棟
田
康
幸
、
泉
浩
、
海
老
沼
匡
、
上

川
大
樹
…
…
。
錚
々
た
る
顔
ぶ
れ
だ
。

4
年
後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
、

代
表
に
な
り
う
る
逸
材
が
い
る
と
い
う
。

猿
渡
琢
海
監
督
が
語
る
。

「
来
年
度
の
主
将
で
、
す
で
に
シ
ニ
ア
の

大
会
で
活
躍
し
て
い
る
66
㎏
級
の
橋
口
祐

葵
（
政
経
3
・
延
岡
学
園
）。
最
も
注
目

度
の
高
い
重
量
級
で
は
、
小
川
雄
勢
（
政

経
1
・
修
徳
）、
田
中
源
大
（
政
経
1
・

高
川
学
園
）、
春
に
社
会
人
に
な
る
上
田
轄

麻
（
政
経
4
・
大
成
）
の
3
人
。
1
0
0

㎏
超
級
は
切
磋
琢
磨
し
た
こ
の
3
人
の
中

か
ら
日
本
代
表
が
出
て
、
金
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
」

栄
え
あ
る
第
1
回
優
勝
校

日
本
柔
道
界
を
牽
引
す
る
明
治
大
学
柔

道
部
が
誕
生
し
た
の
は
、
1
9
0
5
年

（
明
治
38
年
）。
23
年
（
大
正
12
年
）
に

は
、
明
治
を
含
む
13
校
か
ら
な
る
東
京
学

生
柔
道
連
合
会
が
発
足
。
翌
年
、
明
治
神

宮
体
育
大
会
柔
道
大
会
（
全
日
本
学
生
優

勝
大
会
の
礎
）
が
開
催
さ
れ
、
明
治
は
栄

え
あ
る
第
1
回
大
会
の
覇
者
と
な
っ
た
。

31
年
（
昭
和
6
年
）
に
は
ア
メ
リ
カ
遠

征
を
敢
行
。
西
海
岸
を
中
心
に
試
合
や
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
以
来
、

多
く
の
現
役
・
O
B
が
海
外
で
の
柔
道
普

及
に
尽
力
。
富
賀
見
真
典
（
フ
ラ
ン
ス
）、

鳥
海
又
五
郎
（
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
）
の
よ

う
に
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
と

し
て
奮
闘
し
た
者
も
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
全
国
に
散
る
O
B
（
明
柔

会
員
）
が
学
生
に
手
厚
い
援
助
を
し
て
い

る
の
も
柔
道
部
の
特
徴
。
そ
の
O
B
達
か

ら
は
、「
い
つ
に
な
っ
た
ら
優
勝
が
見
ら
れ

る
ん
だ
」
と
い
う
声
援
が
、
猿
渡
監
督
の

も
と
に
届
く
と
い
う
。

学
生
柔
道
の
全
国
大
会
は
、
全
日
本
学

生
柔
道
団
体
優
勝
大
会
（
春
）
と
全
日
本

学
生
柔
道
体
重
別
団
体
優
勝
大
会
（
秋
）

の
2
つ
の
団
体
戦
と
、
全
日
本
学
生
柔
道

体
重
別
選
手
権
と
い
う
個
人
戦
の
3
大
会

が
行
な
わ
れ
る
。
個
人
戦
で
は
、
今
年
度

1
0
0
㎏
超
級
で
小
川
が
優
勝
。
一
昨
年

の
寺
崎
達
也
、
昨
年
の
上
田
に
続
い
て
3

年
連
続
で
同
階
級
を
制
覇
す
る
な
ど
活
躍

が
目
覚
ま
し
い
が
、
団
体
優
勝
は

2
0
0
1
年
以
来
遠
ざ
か
っ
て
い
る
。

団
体
戦
で
優
勝
し
て
こ
そ

「
同
じ
釜
の
飯
を
食
っ
て
、
辛
い
練
習
に

耐
え
て
き
た
仲
間
達
と
力
を
合
わ
せ
て
団

体
戦
で
優
勝
す
る
と
い
う
達
成
感
は
、
ほ

か
で
は
味
わ
え
な
い
も
の
。
今
も
私
の
中

に
残
っ
て
い
る
そ
の
感
動
を
学
生
達
に
伝

え
た
く
て
、
団
体
優
勝
を
部
の
最
大
目
標

に
し
て
い
ま
す
。

団
体
戦
で
は
、
相
手
チ
ー
ム
と
の
戦
力

差
を
考
え
な
が
ら
、
選
手
そ
れ
ぞ
れ
が
役

割
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
優
勝
で
き
ま
せ
ん
。

役
割
と
は
、『
勝
つ
こ
と
』
と
『
失
点
を

出
さ
な
い
こ
と
』
で
す
。
相
手
が
体
格
で

上
回
っ
て
い
よ
う
と
も
格
上
で
あ
っ
て
も
、

相
手
選
手
の
分
析
な
ど
大
会
前
に
し
っ
か

り
と
し
た
準
備
と
強
化
さ
え
す
れ
ば
、
勝

つ
こ
と
が
で
き
る
の
が
柔
道
。
色
々
な
能

力
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
せ
る
き
っ
か
け
に

も
な
り
ま
す
。
更
に
個
人
戦
と
異
な
り
、

相
手
を
立
技
で
投
げ
る
か
、
寝
技
で
抑
え

込
む
か
し
な
け
れ
ば
勝
ち
に
な
ら
な
い

ル
ー
ル
で
あ
る
た
め
、
勝
つ
た
め
の
『
技
』

や
一
本
を
取
る
柔
道
を
身
に
つ
け
る
上
で

も
、
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

日
本
一
奪
還
へ
の
手
応
え

団
体
戦
の
意
義
を
説
明
し
た
う
え
で
、

猿
渡
監
督
は
今
後
の
展
望
を
語
っ
た
。

「
今
年
度
の
団
体
戦
は
、
春
が
ベ
ス
ト

8
、
秋
は
3
位
。
1
年
生
、
2
年
生
が
中

心
の
若
い
チ
ー
ム
で
経
験
不
足
が
否
め
な

い
内
容
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
来
年

に
優
勝
す
る
た
め
の
手
応
え
は
持
っ
て

帰
っ
て
き
ま
し
た
。
日
本
一
を
奪
還
し
た

ら
、
明
柔
会
（
O
B
会
）
の
ご
協
力
の
も

と
、
ハ
ワ
イ
合
宿
を
行
い
た
い
で
す
。
私

も
学
生
時
代
に
ハ
ワ
イ
合
宿
を
経
験
し
ま

し
た
が
、
あ
ん
な
に
楽
し
い
合
宿
は
初
め

て
で
し
た
（
笑
）」 

（
文
中
敬
称
略
）

東
京
五
輪
で
金
を
狙
う
逸
材
も
在
籍

団
体
戦
の
日
本
一
奪
還
を
目
指
す

文・撮影／菊地武顕
写真提供／明大スポーツ新聞

紫紺の勇者たち
Heroes of the Meiji.

─明大体育会の系譜─

柔道部最終回

体育会運動部43部を紹介する「紫紺の勇者たち」は今回で最終回です。第26号（2005年4月）から長きにわたり、ご愛読ありがとうございました。
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